
　町では、令和４年２月にゼロカーボンシティ
を宣言し、２０５０年までに、二酸化炭素排出量
を実質ゼロとする「カーボンニュートラル」の実
現をめざしています。
　二酸化炭素は、家庭部門における排出割合が
高いことから、日常生活の中で脱炭素行動の
きっかけづくりを応援する事業として、福岡市
が実施している「エコチャレンジ応援事業」に
町も参加しています。指定されたエコアクショ
ンに取り組んで、エコチャレポイントを貯める
と、交通系ＩＣカード（はやかけん、nimoca、
SUGOCA）のポイントに交換できます。

 エコアクションの例 
・宅配ボックスの設置
　再配達を減らすことで、自動車の二酸化炭素
排出削減につながります。
・緑のカーテン設置
　ゴーヤやアサガオ
などのつる性の植物
を窓の外側に植え
カーテン状に育てた
ものです。室温の上
昇や建物の蓄熱を抑え、日射しをさえぎること
で冷房効果を上げることができます。
・環境に配慮したエシカル消費
　エシカル消費とは、環境・人・社会・地域等

◆ ゼロカーボンシティ新宮 ◆
に配慮したものやサービスを選んで消費するこ
とです。
　製品やサービスを選ぶとき、値段や便利さだ
けでなくお店までどのように運ばれてきたか
など、自分が手に取るまでの過程を考えて選ぶ
ことが大切です。エコマークなど認証ラベルや
マークがついた商品を購入しましょう。
　他にも、電気・ガスの使用削減や省エネ家電
の購入、環境イベントへの参加なども対象にな
ります。日常生活の中でできることから始めま
せんか。

　エコチャレンジに参加する世帯を募集中です。
先着３００世帯、申込期限は１２月３１日（日）ま
でです。
　詳しくは、アクティブ新宮６月号の折り込み
チラシや環境課窓口、町ホームページで確認で
きます。
問い合わせ先　役場環境課
　　　　　　　☎９６３－１７３２（直）

心配ごと・福祉なんでも相談
　みなさんの身のまわりに起こっている苦情や
心配ごとなど、気軽に相談してください。相談
は無料で、秘密は固く守ります。
日時　７月１１日（火）　午前１０時～午後３時
※１人当たり３０分
場所　町福祉センター
相談員　�人権擁護委員、行政相談委員、社会福

祉協議会職員
内容　生活・家庭不和・結婚・近隣の問題、行

政に対する苦情、高齢者や家族の悩み、福祉
サービスの利用や金銭管理の不安、生きがい活
動などの相談
※�予約は不要です。会場に午後２時３０分まで
にお越しください。

問い合わせ先　町社会福祉協議会
　　　　　　　☎９６３－０９２１（直）
　　　　　　　役場総務課
　　　　　　　☎９６３－１７３０（直）
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